
 

 

 

 

◆LinkSource とは、 

① データベースを検索した際、その電子ジャーナルが群大で見られるかどうか、すぐに分かります。 
② 群大に電子ジャーナルがない時、ダイレクトに Google Scholar を検索できます。 
③ Google Scholar でもヒットしない時、冊子体が群大図書館にあるかどうか、OPACをダイレクトに検
索できます。 

④ 冊子体がなく、文献コピーを取り寄せたいとき、［文献複写依頼］というリンクをクリックすると、論
文名・著者名などをデータベースから自動的に取り込めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ［Web of Science］ 

［CiNii］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック！  

中間窓 

 

Full Text がない時は 

［文献複写依頼］のリンク
も出ます。 

１ ．Full Text  
群大で購読中の電子ジャーナルなら 

該当論文のページまでダイレクトに 

アクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ．WWW全体を検索 
キーワード 

を入力する手間なく、 

Google Scholar を自動で検索。 

WWW全体から該当論文を 

探します。 

［Fulltext@GunmaUniv］リンクが 

あれば、そこからも該当論文へ 

アクセスできます。 

 

３ ． 冊子体検索 
冊子体の雑誌が群大にあるかどうか、 

OPACを自動で検索します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

４ ．文献管理ツールへデータを出力 
EndNote Web にインポートできるデータ形式で、 

参考文献ファイルを出力します。 

 

 

 

 
（2008-05-07群馬大学総合情報メディアセンター図書館工学分館） 


